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事　業　実　績　書

団体名

１　地域づくりの活動方針（テーマ）

２　今年度、重点的に取り組んだ視点（事業）

視点

事業名 人材育成事業 決算額

視点

事業名 地域内観光資源整備事業 決算額

視点

事業名 あじす発信イベント支援事業 決算額

３　今年度の重点的視点（事業）に対する評価

自己評価

○

○

〇

◎（大変よくできた）　○（概ねできた）　△（課題が残った）　×（全く出来なかった）

４　総括

５　事業内容

（１）協議会運営

事業費

事務局の

運営体制

（２）地域振興

事業名

事業費

事業概要

阿知須地域づくり協議会

検証（成果、来年度以降への改善点等）

（今後に向けて）　よりスムーズに事務運営を行うため体制を強化していきたい。

第２次阿知須地域づくり計画の将来像「支えあう 心住みつづけたいまち あじす」をスローガンとし、計画実現のため、各事業、活動に取り組んで
きた。事業、活動の取り組みは、阿知須地域の課題解決のため、３つの事業部会（地域振興・地域個性創出部会、地域福祉・安心安全部会、環
境づくり部会）が計画、実行、評価、改善を心がけ推進している。しかしながら、継続事業が主体となりがちではあるが、評価、改善を参考に新規
事業にも積極的に取り組み、地域づくり計画実現に向け鋭意努力している。そして、各事業、活動の啓発、発信力を高めることにより、参加者は
年を重ねるごとに増加しており、地域づくりに対する関心度、期待度も高まりがみられる。次年度も、阿知須地域づくり計画を地域のみんなで共有
し、地域のみんなが参加できる、したくなる地域づくり活動を目指す。

４，０８2，８６５

（事務員等の雇用人数）事務局長：１名　　事務局員：２名

（運営費の主な内容）　事務局人件費、事務費

支えあう心　住みつづけたいまち　あじす

①一昨年度、地域住民が自ら考え、自ら実践する阿知須地域にふさわしいまちづくり活動の支援を行う「阿知須まちづ
くり応援事業」を創設し、これまで取り組んできた団体は、活動の定着化を目指し努力している。今年度は、２団体が取り
組み成果をあげている。特に、今回の取り組みは、あじすらしさを発信することで、地域外の人との交流も生まれている。

（成果）  児童、生徒だけの取り組みだけでなく、地域にも根づくようになった。

（評価）　特に児童、生徒の取り組みは地域から評価されている。

「小さな親切」運動・人権教育推進

１７０，０００円

（実施内容）　人権教育、小さな親切運動推進の一環として「あじすふれあいフェスティバル」を 共催
　　　　　　　　   人権教育・小さな親切運動に関する作品コンクールを共催

（実施時期）平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

③「山口ゆめ花博」を阿知須地域の皆が、これまでの経験を発揮する絶好の機会ととらえ、おもてなし事業に取り組ん
だ。
　「巨大キツネのわらアート」の制作、ＪＲ阿知須駅通りを花で飾るためのプランターへの花の植栽そして管理。そして、県
道・国道沿いの花の管理、ごみ拾い等猛暑の中での皆の頑張りで、多くの来場者へのおもてなしが出来た。
　「巨大キツネのわらアート」の制作は、指導者から、わらアートを阿知須地域に定着させたい。そのために、制作リー
ダーを育てたいとのたっての願いに応えるため、制作者を募ったところ、制作日数約４週間に延べ人数213人、実人数９
２名もの手により制作され、指導者からも阿知須地域の皆の知識やパワーそして、これまでにない手際よい動きに感激さ
れていました。今回の経験が、皆のまちづくりへの思いの一つとして取り組めることを確信しています。

②阿知須の豊な自然を守り育て潤いと安らぎのあるまちを目指すと共に、観光資源の魅力向上と発信のため、阿知須
合同納骨塔周辺の緑化、公園化を目指し、近年この事業に取り組んでいる。今年度は昨年に引き続き、遊歩道の整備
と、昨年整備した遊歩道沿いの紫陽花への定期的な水やり、周辺の草刈りなど環境整備に努めた。また、新たな遊歩道
沿いへの紫陽花の植栽のため、挿し木を行う。なお、この地に山口ゆめ花博の折、阿知須地域の有志で制作したわら
アート（きつね２体）を譲り受け設置し、ここに訪れた皆さんからも好評を経ている。そして、この事業への関心度、期待度
がますます高まり、この地が地域の癒しの場でなり、人材育成の場になりつつある。

（今後に向けて）　今後も人づくりの一環として事業・活動を推進する。

（参加人数）　９００人

③

（成果・評価）　年間を通じて滞りなく事務運営を行なうことができた。

「みんなが主役元気のあるまちをめざして」

３１５，６８３円

「みんなで創るきれいなまちをめさして」

５０６，４９５円

「すばらしい阿知須の財産を守り人財を活かすまちをめざして」

８８７，１５８円

①

②



事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（評価） 地域づくりにおける人づくり、交流のまちづくりの必要性を意識するようになった。

（今後に向けて）　人づくりを地域づくり協議会の重要課題として取り組む。

（評価）　ホームページの自治会コーナーは自治会ににより温度差があることから、運営にかかる人材確保、養成 が必要。

情報発信

４７３，２３０円

２２５，０００円

（実施時期）平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　３，０００人

（成果）   地域住民の健康づくりと親睦が図られている。
            自治会内のコミュニケーションを図ることにより、自治会活動の活性化がうかがえる。

（評価）   地域活動や自治会活動への参画意識が高まった。　

生涯学習・スポーツ支援

（実施内容）　阿知須運動会・阿知須オリンピック・AJISU駅伝大会を共催
                 自治公民館での生涯学習、コミュニケーションづくり推進のための活動に対して支援

（今後に向けて）   今後も支援して行きたい。

人材育成

３１５，６８３円

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　５０人

（実施内容）　 スペイン語交流会開講（5回、延べ1４５人参加）
　　　　　　　　  教育後援会開催（４００人参加）
　　　　　　　　　阿知須まちづくり応援事業実施団体支援（２団体）

（実施時期）平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　１０００人

（成果）  応援事業の取り組みで、交流人口の増加がみられる。

（実施内容）　阿知須地域づくり協議会だよりの発行、ホームページ管理
　　　　　　　　　自治会広報紙発行への支援（５自治会）
　　　　　　　　　メール配信事業の支援（3自治会）

（成果）　ホームページにより地域の幅広い年齢層に情報発信することで地域づくり協議会への理解協力を得ることができた。
　　　　　 また、各自治会が積極的に自治会広報紙の発行に取り組む気運がたかまった。

（今後に向けて）　　利用者からの感想は好評なため、さらに周知に努め仲間を増やしたい。

食と農の関係づくり

３１，３２２円

（実施内容）　「きらら家彩農園」の管理・運営

（今後に向けて）　今後も情報発信を継続していきたい。

（参加人数）　利用世帯人

（成果）　農園利用者の増加そして、空スペースの活用で地域へ発信も出来た。

（評価）　利用者の学習欲も高まり、交流を図りながら野菜作りに励んでいる。



（３）地域福祉

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　５００人

（成果）　子育ての悩みを相談したり、大変さを理解してもらうことにより、子育てに自信を持ち楽しく向き合えることが出来た。
　　       中学校３年生を対象に思春期の多感な時期に乳幼児とその保護者とのふれあいを通し命の大切さを学ぶことが出来た。

（評価）　子育て世代のネットワークを広げることができたと思われる。命のぬくもりを感じ愛おしさや思いやりが芽生え良い体験と
　　　　　なったと思う。

（実施内容） 赤ちゃんと中学生とのふれあい会支援

健康づくり推進支援

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（成果）　健康づくりに積極的で、参加者の多くが強い意欲をもって健康づくりに取り組めた。

４０，０００円

子育て支援

（今後に向けて）　青少年の健全な育成を推進していく。

（成果）　小中学生に地域の魅力を伝えることができた。
           子どもたちも地域で育つとの思いが芽生えた。

（評価）　子供達を地域で見守り、育んで行くための意識が高まってきている。

青少年健全育成

２９６，３１０円

（実施内容） 青少年健全育成事業（みまもり隊ベスト等）への支援
　　　　　　　　小正月フェスタ共催、山口県けん玉道大会共催
　　　　　　　　協育ネット広報紙発行支援

（参加人数）　１８０人

高齢者対策事業

２０２，４６８円

（実施内容）　活動量計を意識しながらの生活習慣つくり「チャレンジ！フィットネスinあじす」及び単位自治会への出前講座実施。な
お、この事業の指導助言者として、ＮＰＯ法人山口ヘルスプロモーションネットワークに業務委託をしている。

（参加人数）　１，２００人

（今後に向けて）　今後も支援していきたい。

（評価）　介護予防にもつながる健康づくり、体力づくりを日頃から心がけるようになった。

（今後に向けて）　今後も健康づくり活動を支援して行きたい。

１７，０００円

（参加人員）　４０人

（成果）　事業部会で検討協議し制度を創設したものの、十分な周知が出来ず、地域の反応もなかった。

（評価）　同上

（実施内容）　支え合い活動推進事業、世代間ふれあい事業検討部会開催（補助要領作成、周知）

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

８０，０００円

（実施内容）　コミュニティ交通協議会活動支援

（実施時期）平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　１５０人

（成果）　高齢者等の交通手段としてのコミュニティ交通を運営する協議会を支援することで継続運行に寄与した。

（今後に向けて）　地域の課題解決のため、自治会事業として取り組めるよう制度の見直しを行う。

（評価）　同上

（今後に向けて）　今後も活動を支援して行きたい。

支えあい意識の向上事業



（4）安心・安全

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（5）環境づくり

事業名

事業費

事業概要

事業名

事業費

事業概要

（成果）　地域の自然環境を活かすための地域づくり活動に着目するようになった。　　

（参加人数）　２００人

環境美化推進

５１８，２８４円

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数） ７００人

（成果）　花を植えたり美化活動をおもてなしの気持ちで実施した。今年度も中学生のボランティアが駅通りのプランターの世話を
　　　　　積極的に取り組んだ。
　　　　　海岸清掃は定着し参加者も年々増加している。

（評価）　環境美化活動のためのボランティア意識が高く積極的に活動されてきた。

６４，８００円

（実施内容）　緊急時のメール配信、登録者拡大のための周知

地域防災意識向上

１７９，０００円

（実施内容）　 地域防災モデル組織支援（２自治会）

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　２５０人

（成果）　単位自治会の防災組織の組織づくり、訓練の実施方法等自治会内での話し合いの場が増え、共助意識 が高まり
　　　　　　つつある。

（実施内容）　岡山墓地公園周辺公園化への取り組み（遊歩道の整備、アジサイの植栽管理）

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（評価）　地域の自然を生かし、交流のまちを目指すことが出来た。

（今後に向けて）　地域発信するために今後も環境力を活かすための整備を進める。

（今後に向けて）　今後も地域防災意識の高揚に努める。

メール配信

（評価）　　地域情報の共有ができ情報を早く知るため登録も増えてきている。

（今後に向けて）　さらに登録者を増やす。

（参加人数）　８００人

（成果）　訃報メール、防犯情報、地域で行われる行事等の周知ができた。

（今後に向けて）　参加意欲をさらに高めながら今後も継続していく。

（実施内容）　花でのおもてなしと地域の環境美化活動の一環として、単位自治会、中学生ボランティアがプランタ―の花植
　　　　　　　　県道善和阿知須線花ボランティアの取組み以外のツリーサークル内を草刈
                 千鳥ヶ浜海岸清掃

（評価）　地域防災の意識が高まり自主防災組織の立ち上げ意識が高まった。

地域内観光資源整備

５０６，４９５円

（実施時期）平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

土木工事

（今後に向けて）　地域内の要望に随時対応していく。

３，０７３，０００円

（実施内容）　法定外公共物・単市土地改良の整備支援

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　50人　

（成果）　法定外公共物の整備を８か所行うことができた。　

（評価）　地域の安心安全な環境づくりに関心を持つようになった。　



（６）地域個性創出
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（今後に向けて）　阿知須地域の皆の思いが実現するよう、皆が共有できる取り組みを行いたい。

地域を元気にする支援

３８４，２１２円

（実施内容）　スタンドアップパドルボード（ＳＵＰボード）購入、普及、体験会実施
　　　　　　　　阿知須総合支所及び地域交流センターの複合施設建設に伴う建設検討委員会開催（４回、100人）

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　３００人

（成果）　阿知須の将来を考える機会を提供できた。

（評価）　同上

（評価）　心豊かな文化を創造するための活動が意欲的に行われるようになった。

（参加人数）　６００人

（今後に向けて）　阿知須の良さを広めるため今後とも発信をしていく。

（実施内容）伝統芸能・地域文化継承支援・阿知須浦まつり十七夜祭踊り山車操出への支援

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（今後に向けて）　文化全体の理解を深めていく。

（参加人数）　３０，０００人

（成果）　阿知須を広く発信できた。県内外からの来場者も多い。

（評価）　阿知須発信イベントとして高い評価を受け、地域で共有することが出来るようになりつつある。

文化を守り継承発展させる支援

（成果）　地域の次世代に伝統文化の継承をすることができた。

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

（参加人数）　５００人

（成果）　　阿知須の文化を地域外へ発信ができている。

（評価）　中学校文化祭、ふれあいまつりで生徒による発表ができ、阿知須地域の伝承活動の輪が広がりつつある。

（今後に向けて）　郷土芸能文化伝承を継続する。

（実施内容）　　阿知須の文化を発信し、産業振興を目指す事業を支援（十七夜祭、ひなもんまつり、あじすふれ
                   あいまつり）

（実施内容）　地域文化創造発信事業地域を対象としたワークショップや文化交流を推進

あじす発信イベント支援

８８７，１５８円

（実施時期）　平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日

２６７，０００円

文化を高める支援

１００，０００円


